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１． 研究課題 

地球温暖化対策に関しては、IPCC（国連気候変動に関する政府間パネル）の報告書に示さ

れているように、省エネルギーなどの温暖化緩和策に加え、温暖化に適応するための対策

も並行して推進することが重要である。とりわけ、居住環境や建築環境において人間がど

のように環境へ適応するかに関する知見を整理し、適応可能な環境手法を開発していく必

要がある。このような背景のもと、本研究では住宅・建築環境における快適性や知的生産

性に着目し、環境適応策を検討するための実証的研究を進める。申請者はこれまで、長期

大型プロジェクトのもとで、「室内空気質と熱的快適性に関する研究」として、シックハウ

ス・シックビル問題への対応、東日本大震災後の節電環境下における室内環境評価、なら

びに病院における感染制御に関する研究を実施してきた。これらの成果を基盤としつつ、

今後は新たに「ウェルネス」の視点を取り入れ、研究をさらに発展させる。具体的には、

オフィス空間において知識創造活動を支えるため、ワーカーの知的生産性を損なうことな

く、建築物の低炭素化を同時に実現する手法の開発を目指す。また、単に快適性・健康性

を確保するだけでなく、積極的に健康増進を促す住宅・建築環境、すなわち「ウェルネス

建築」のあり方に関する提案にも取り組む。これらの研究は、脱炭素社会と健康社会の双

方に貢献するものであり、社会的意義が極めて高いと考えている。加えて、近年の新型コ

ロナウイルス感染症の影響を踏まえ、2020年度からはオフィスにおける感染症対策のあり

方に関する実態調査・研究も開始しており、感染リスク低減と環境快適性の両立を目指し

た検討も進めている。 

 

２． 主な研究成果 

１）体温調節モデルに関する研究 

２）放射冷暖房を用いた建築物の実測評価 

３）ウエルネスオフィスに関する実測調査 

４）ABW(Activity Based Working)に関する研究 

５）新型コロナウイルス感染症がオフィスワークに与えた影響 
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 雨宮薫、田川和夏、鵜飼真成、吉野攝津子、田辺新一、Empathy, Fulfillment, Well-being を実現

する ABW オフィスの研究、（その 3） 設え変更前後におけるアンケート結果の比較、日本建

築学会大会学術講演梗概集、pp.705-706、2024 

 田川和夏、雨宮薫、鵜飼真成、吉野攝津子、田辺新一、Empathy, Fulfillment, Well-being を実現

する ABW オフィスの研究、（その 4）設え変更が執務者の働き方に与える影響、日本建築学会

大会学術講演梗概集、pp.707-708、2024 

 新田和紀、内山祐樹、鵜飼真成、青野和輝、兒玉花朋、下山千明、龍崎輝、渡邊百花、田辺新

一、潜熱損失を考慮したパーソナル空調の快適性評価法に関する研究、その 1 サーマルマネキ

ン実験概要と部位別 ET*の算出方法、日本建築学会大会学術講演梗概集、pp.749-750、2024 

 内山祐樹、新田和紀、鵜飼真成、青野和輝、兒玉花朋、下山千明、龍崎輝、渡邊百花、田辺新

一、潜熱損失を考慮したパーソナル空調の快適性評価法に関する研究、その 2 サーマルマネキ

ン実験結果と部位別 ET*算出結果、日本建築学会大会学術講演梗概集、pp.751-752、2024 

 渡邊百花、鈴木晶子、今井美奈代、天田侃汰、金ジョンミン、秋元瑞穂、富田奈歩、田辺新一、

柏原誠一、千葉陽輔、渡辺直哉、既存戸建住宅における断熱改修および設備更新が CO₂ 排出量

へ与える影響 (第 1 報) シミュレーション概要および断熱改修前後の温熱環境評価、 日

本建築学会大会学術講演梗概集、pp.1191-1192、2024 

 鈴木晶子、渡邊百花、今井美奈代、天田侃汰、金ジョンミン、秋元瑞穂、富田奈歩、田辺新一、

柏原誠一、千葉陽輔、渡辺直哉、既存戸建住宅における断熱改修および設備更新が CO2 排出

量へ与える影響、（第 2 報） 脱炭素化手法導入前後のエネルギー・CO2 排出量の比較、日本

建築学会大会学術講演梗概集、pp.1193-1194、2024 

 堤仁美、田辺新一、堀賢、大学の対面授業時の感染リスク低減に関する研究、その 3 自然換気

教室における授業中の窓開け換気に関する 2023 年度調査、日本建築学会大会学術講演梗概集、

pp.1381-1382、2024 

 岩泉秀隆、富田奈歩、赤松奈美、竹田雄紀、天田侃汰、菅野颯馬、金炫兌、森本正一、田辺新

一、活性炭を利用した空気清浄機が生体発散物質の除去および知覚空気質に与える影響、（第 1 

報）実験概要と化学物質分析の結果、日本建築学会大会学術講演梗概集、pp.1387-1388、2024 

 富田奈歩、岩泉秀隆、赤松奈美、竹田雄紀、天田侃汰、菅野颯馬、金炫兌、森本正一、田辺新

一、活性炭を利用した空気清浄機が生体発散物質の除去および知覚空気質に与える影響、（第 2 

報）被験者実験による臭気評価結果、日本建築学会大会学術講演梗概集、pp.1389-1390、2024 

 金ジョンミン、今井美奈代、天田侃汰、渡邊百花、鈴木昌子、富田奈歩、秋元瑞穂、田辺新一、

柏原誠一、渡辺直哉、千葉陽輔、沸き上げ時間帯の違いによる季節別のヒートポンプ給湯器の

機器効率特性に関する実証実験、日本建築学会大会学術講演梗概集、pp.1789-1790、2024 

 岩下剛、山崎敏、中川純、田辺新一、高齢者福祉施設における室内環境モニタリングを利用し

た在室人数推定に関する試験研究、日本建築学会大会学術講演梗概集、pp.1843-1844、2024 



 新藤幹、田辺新一、教室・事務室が主用途の大学施設におけるアップフロントカーボン算定、

日本建築学会大会学術講演梗概集、pp.2133-2134、2024 

 兒玉花朋、菅野颯馬、高橋好斗、下山千明、髙野智希、仲野潤平、松尾和弥、佐々木真人、田

辺新一、超高層オフィスビルにおける植物のための室内環境計画に関する研究、日本建築学会

大会学術講演梗概集、pp.2199-2200、2024 

 堀野桜子、松尾和弥、菅野颯馬、兒玉花朋、下山千明、髙野智希、仲野潤平、田辺新一、室内

における観葉植物の蒸散量の測定、日本建築学会大会学術講演梗概集、pp.2201-2202、2024 

 渡邊百花、金ジョンミン、秋元瑞穂、富田奈歩、鈴木晶子、田辺新一、柏原誠一、千葉陽輔、

渡辺直哉、ヒートポンプ給湯機による再生可能エネルギーの有効活用に関する冬期実証実験、

空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 1 巻 pp.13-17、2024.9 

 龍崎輝、尾関義一、野元彬久、森谷泰樹、三浦怜華、田辺新一、人体温冷感・快適感予測モデ

ルに関する研究（その 28）寒冷環境下において異なる波長帯赤外放射が皮膚温熱感覚に与える

影響、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 6 巻 pp.217-220、2024.9 

 尾関義一、龍崎輝、森谷泰樹、野元彬久、三浦怜華、田辺新一、人体温冷感・快適感予測モデ

ルに関する研究（その 29）放射率が異なるガラスからの冷放射による人体各部位の寒さ感に関

する被験者実験、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、 第 6 巻 pp.221-224、2024.9 

 森谷泰樹、龍崎輝、深和佑太、小田雅治、新田和紀、樋口佳歩、陳佳樟、田辺新一、夏季にお

ける屋外歩行条件が一時滞在空間滞在時の熱的快適性に与える影響、空気調和・衛生工学会大

会学術講演論文集、第 6 巻 pp.349-352、2024.9 

 岩泉秀隆、赤松奈美、富田奈歩、竹田雄紀、菅野颯馬、金炫兌、森本正一、小林徳和、田辺新

一、活性炭を利用した空気清浄機が生体発散物質の除去および知覚空気質に与える影響、（第 1 

報）被験者を用いた生体発散物質の測定とにおい袋法による臭気評価、空気調和・衛生工学会

大会学術講演論文集、第 7 巻 pp.129-132、2024.9 

 赤松奈美、岩泉秀隆、富田奈歩、竹田雄紀、菅野颯馬、金炫兌、森本正一、小林徳和、田辺新

一、活性炭を利用した空気清浄機が生体発散物質の除去および知覚空気質に与える影響、（第 2 

報）直接嗅ぎ法を用いた異なる温熱環境条件下での実験、空気調和・衛生工学会大会学術講演

論文集、第 7 巻 pp.133-136、2024.9 

 柏崎瑞月、下山千明、竹田雄紀、仲野潤平、深和佑太、南和宏、田辺新一、ウエアラブルデバ

イスを用いた生理心理量の長期的計測に基づく知的生産性評価（第１報）学生を対象とした調

査、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻 pp.5-8、2024.9 

 下山千明、柏崎瑞月、竹田雄紀、仲野潤平、深和佑太、南和宏、田辺新一、ウエアラブルデバ

イスを用いた生理心理量の長期的計測に基づく知的生産性評価（第２報）オフィス執務者を対

象とした調査、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻 pp.9-12、2024.9 

 山野井瞳、髙野智希、小池潤、渡邊百花、菅野颯馬、鵜飼真成、田辺新一、音環境改善手法と

してのマスキング音が個人の知的作業と複数人会議に与える影響、空気調和・衛生工学会大会

学術講演論文集、第 8 巻 pp.21-24、2024.9 

 鵜飼真成、田川和夏、新納稔樹、浅野顕光、清田修、上篠謙治、西田裕道、田辺新一、生体デ

ータを活用した執務者の精神的状態の評価（第 1 報）精神的状態の推定手法の提案及び知的生

産性との関係、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻 pp.33-36、 2024.9 

 田川和夏、鵜飼真成、新納稔樹、浅野顕光、清田修、上篠謙治、西田裕道、田辺新一、生体デ

ータを活用した執務者の精神的状態の評価（第 2 報）執務者の一日の行動が精神的状態・知的



生産性に及ぼす影響、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻 pp.37-40、2024.9 

 浅野顕光、鵜飼真成、新納稔樹、田川和夏、清田修、上篠謙治、西田裕道、田辺新一、生体デ

ータを活用した執務者の精神的状態の評価（第 3 報）コミュニケーションが執務者の精神的状

態・知的生産性に及ぼす影響、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻 pp.41-44、

2024.9 

 徳村朋子、田辺新一、高橋幹雄、和田一樹、高橋祐樹、篠原尚生、伊藤彰悟、竹田雄紀、稲山

智也、人的資本向上を目指した働き方実現のための次世代ワークプレイス環境に関する研究、

その 1 ストック改修ビルにおけるワークプレイスの概要とワーカーの執務状況、 空気調和・

衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻 pp.141-144、2024.9 

 竹田雄紀、稲山智也、田辺新一、高橋幹雄、和田一樹、徳村朋子、高橋祐樹、篠原尚生、伊藤

彰悟、人的資本向上を目指した働き方実現のための次世代ワークプレイス環境に関する研究 

 その 2 ABW オフィス執務者の座席変更行動に対する評価、空気調和・衛生工学会大会学術講

演論文集、第 8 巻 pp.145-148、2024.9 

 稲山智也、竹田雄紀、田辺新一、高橋幹雄、和田一樹、徳村朋子、高橋祐樹、篠原尚生、伊藤

彰悟、人的資本向上を目指した働き方実現のための次世代ワークプレイス環境に関する研究、

その 3 ABW オフィスにおける座席変更行動の誘導実験、空気調和・衛生工学会大会学術講演

論文集、第 8 巻 pp.149-152、2024.9 

 篠原尚生、田辺新一、高橋幹雄、和田一樹、高橋祐樹、徳村朋子、伊藤彰悟、竹田雄紀、稲山

智也、人的資本向上を目指した働き方実現のための次世代ワークプレイス環境に関する研究、

その 4 位置情報を活用した執務者の行動評価手法の検討、空気調和・衛生工学会大会学術講演

論文集、第 8 巻 pp.153-156、2024.9 

 伊藤彰悟、田辺新一、高橋幹雄、和田一樹、徳村朋子、高橋祐樹、篠原尚生、稲山智也、竹田

雄紀、人的資本向上を目指した働き方実現のための次世代ワークプレイス環境に関する研究、

その 5 因果推論手法による行動変容イベントの効果検証、空気調和・衛生工学会大会学術講演

論文集、第 8 巻 pp.157-160、2024.9 

 兒玉花朋、菅野颯馬、高橋好人、下山千明、髙野智希、仲野潤平、松尾和弥、佐々木真人、田

辺新一、オフィスの未来価値を創出する環境アプローチに関する研究（第 4 報）超高層オフィ

スビルにおける室内環境が植物の生育に及ぼす影響の評価、空気調和・衛生工学会大会学術講

演論文集、第 8 巻 pp.173-176、2024.9 

 原田尚侑、兒玉花朋、髙野智希、富田奈歩、仲野潤平、新田和紀、樋口佳歩、龍崎輝、深和佑

太、永瀬修、井上瑞紀、内田橘花、關 信怡、田辺新一、ボイド型の多様なテラス空間を有する

オフィスの環境計画と利用実態調査（第 1 報）建物概要及び各季節の利用実態、空気調和・衛

生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻 pp.429-432、2024.9 

 仲野潤平、兒玉花朋、髙野智希、富田奈歩、新田和紀、樋口佳歩、龍崎輝、深和佑太、原田尚

侑、永瀬修、井上瑞紀、内田橘花、關 信怡、田辺新一、ボイド型の多様なテラス空間を有する

オフィスの環境計画と利用実態調査、（第 2 報）個人属性に基づくテラスの利用実態分析、空

気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻 pp.433-436、2024.9 

 深和佑太、兒玉花朋、髙野智希、富田奈歩、仲野潤平、新田和紀、樋口佳歩、龍崎輝、原田尚

侑、永瀬修、井上瑞紀、内田橘花、關 信怡、田辺新一、ボイド型の多様なテラス空間を有する

オフィスの環境計画と利用実態調査、（第 3 報）半屋外空間の利用と執務者の知的生産性およ

びウェルビーイングの関係、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻 pp.437-440、



2024.9 

 髙野智希、兒玉花朋、富田奈歩、仲野潤平、新田和紀、樋口佳歩、龍崎輝、深和佑太、原田尚

侑、永瀬修、井上瑞紀、内田橘花、關 信怡、田辺新一、ボイド型の多様なテラス空間を有する

オフィスの環境計画と利用実態調査（第 4 報）テラスの分類および各テラスの特徴と満足度の

関係、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻 pp.441-444、2024.9 

 富田奈歩、兒玉花朋、髙野智希、仲野潤平、新田和紀、樋口佳歩、龍崎輝、深和佑太、原田尚

侑、永瀬修、井上瑞紀、内田橘花、關 信怡、田辺新一、ボイド型の多様なテラス空間を有する

オフィスの環境計画と利用実態調査（第 5 報）各環境がアクティビティのしやすさに与える影

響の評価、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 8 巻 pp.445-448、 2024.9 

 

【国際学会】 

 Chiaki Shimoyama, Ryosuke Onoda, Yuta Fukawa, Shin-ichi Tanabe, Effects of Natural Scenery 

Projected onto Virtual Windows on the Quality of the Indoor Environment and Intellectual Productivity, 

Indoor Air 2024, 2024 

 Hikari RYUZAKI, Yutaro OGAWA, Yuyuko WATANABE, Yuta FUKAWA, Shin-ichi TANABE, 

Combined Effect of Thermal and Visual Environments on Thermal Comfort in Semi-outdoor Spaces, 

Indoor Air 2024, 2024 

 Jumpei Nakano, Mizuho Akimoto, Yiming Xiang, Kazuyo Tsuzuki, Pawel Wargocki, Arsen Krikor 

Melicov, Shin-ichi Tanabe, A Field Intervention Study of Effects of Thermal Environment and Ventilation 

in the Bedroom on Sleep Quality, Indoor Air 2024, 2024 

 Kaho Higuchi, Kan Shindo, Ryota Matsumura, Kazuki Aono, Ryo Nakanishi, Kanari Hirama, Shin-ichi 

Tanabe, Novel Method for Designing Outdoor Cool Spots using JOS-3 Thermoregulation Model, Indoor 

Air 2024, 2024 

 Kaho KODAMA, Soma SUGANO, Shin-ichi TANABE, Effects of Growth Media in an Active Plant 

System on Indoor Thermal Environment and Air Quality, Indoor Air 2024, 2024 

 Mizuho Akimoto, Shin-ichi Tanabe, and Pawel Wargocki, Effect of low relative humidity on sleep quality, 

Indoor Air 2024, 2024 

 Naho Tomita, Kosuke Ikeuchi, Nami Akamatsu, Yuta Fukawa, Hyuntae Kim, Shin-ichi Tanabe, Effects of 

Applying “Natural Paints” to Wooden Surfaces on Indoor Air Quality, Indoor Air 2024, 2024 

 Nodoka Tagawa, Masanari Ukai, Kosuke Iihara, Toshiki Shinno, Osamu Kiyota, Osamu Kunitomo, 

Hiromichi Nishida, Shin-ichi Tanabe, The Role of Offices in Workers’ Resilience, Indoor Air 2024, 2024 

 Tomoki TAKANO, Yiming XIANG, Masayuki OGATA, Yoshihide YAMAMOTO, Satoshi HORI, Shin-

ichi TANABE, Effects of Speech Duration on the Respiratory Aerosol Particle Concentration, Indoor Air 

2024, 2024 

 Yiming Xiang, K Amada, A K Mishra, Shin-ichi Tanabe , L Fang , P Wargocki, Performance Assessment 

of Gas-phase Portable Air Cleaners, Indoor Air 2024, 2024 

 Yoriaki Nitta, Masanari Ukai, Kazuki Aono, Shin-ichi Tanabe, Kentaro Kimura, Akihiro Shimizu, Naoki 

Aizawa, Daisuke Hatori, Yuka Mutoh, Atsushi Takamuku, Dynamic Thermal Pleasure in an Office with 

Personal Environment Comfort Systems, Indoor Air 2024, 2024 

 Yuki Takeda, Minami Seto, Shin-ichi Tanabe, Mikio Takahashi, Kazuki Wada, Tomoko Tokumura, Hiroki 

Takahashi, Naoki Shinohara, Analysis of Activity-Based Office Worker Selection Behaviour and Reasons 



for Working in an Office , Indoor Air 2024, 2024 

 

５． 研究活動の課題と展望 

順調に研究が行われた。特に新型コロナウイルス感染症に関する影響に関しては国際共同研

究も行った。コロナ後にはさらにウエルネスやウエルビーイングに注目が集まっており、さ

らに研究を継続する。人的資本の観点からもワークプレイスの役割が重要になっている。2025

年度からは ZEBと統合して研究の効率化を図る予定である。 

 


